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昨年度は創立４０周年を迎え、生徒たちがいくつもの記念行事や記念式典を企画・運営し、素晴らしい

成果を収めました。一区切りをつけた今年度は４１年目に因（ちな）んで、新たな南菅中学校の伝統を創っ

ていく、さらに４１（良い）年にしていきます。 

始業式では新３年生、新２年生に「昨年度の経験を生かし、南菅中学校を活気ある学校として盛り上げ

ていくことを期待している。」と話しました。またあらためて学校教育目標の“知徳体意の調和”から“徳”

について、「“徳がある人”は“思いやりがある人、他の人を大切にする人”であり、それは“人権を尊重

する”ことでもある。“徳”を目指す学校として、いじめなどがない“人権を尊重する”学校にしましょ

う.」と話しました。もう一つ“意”について、「AI（人工知能）を使う機会も増えていくが、それに頼り

すぎることなく“自分で考える力、調べる力”や、“正しいか間違っているか、良い事か悪い事か判断す

る力”を伸ばしてほしい。そして自分で考えたり、判断したことだからこそ、それを責任もって実行する

行動力も伸ばしてほしい。」という話をしました。 

入学式には８３名の新入生を迎えました。全校生徒２９８名がそろい、令和８年度の南菅中学校の活動

が始まりました。新入生にも学校教育目標“知徳体意の調和”について、「知は学習への努力、徳は互い

を大切にし、思いやること、体は健康に気を遣うこと、意は意思を持

ち、自分で考え、責任をもって行動すること。それらをバランスよく

高めていくということ。ぜひこうしたことを意識して中学校生活を送

っていきましょう。」と話しました。新入生代表の○○○○さんからは

「中学校生活でがんばりたいこととして、様々なことに挑戦するこ

と、部活動に入り、成果を残すこと、新しい友達とゆっくり仲を深め、

全員が笑顔で過ごせるようにしたい。」という中学校生活への期待や

抱負、決意が述べられました。在校生代表の生徒会長○○○○さんか

らは「南菅中学校の新たな１ページ、活気あふれる学校を新入生の皆

さんもいっしょに、全校で、一致団結して作り上げていきましょう。」

という呼びかけがありました。 

私たち教職員は今年度も全校生徒の思いを大切にし、一人一人が目

標を持ち、その実現に向かって安心して学校生活が送れるように教育

活動を進めてまいります。保護者、地域の皆様にはご理解とご協力を

賜りますよう、今年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

校長 野島 隆行 



学校納入金についてのお知らせとお願い 

 本日、「令和 8年度 学校納入金についてのお知らせとお願い」を配付させていただきました。 

引き落とし日を確認の上、対応をお願いします。なお、本校は PTA会長から PTA会費の収納及び

収納した会費の PTA口座への入金について委任状を受理しておりますので、学校が PTA会費を学校

納入金と一緒に保護者の皆様の口座から引き落としさせていただきます。 

☆かわさきＴＥＫＴＥＫご協力のお願い☆ 

川崎市の事業として行われている「かわさきＴＥＫＴＥＫ」は市民の健康意識を高めるとともに運

動成果を子ども達の学校生活に還元していただくものです。アプリの歩数計で貯めたポイントを希望

する学校の応援金として寄付していただき、学校生活充実のため活用させていただきます。昨年度の

本校の目標金額の達成率は全中学校中３位と大勢の方からの応援をいただきました。ありがとうござ

いました。今年度もぜひ南菅中学校へのご協力をよろしくお願いいたします。（学校長） 

 

詳細は南菅中学校ホームページ>お知らせ（右ＱＲコードより）                                                             

または川崎市ホームページ>暮らし・総合>医療・健康・衛生・動物>かわさき TEKTEK    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月６日（月）、本校体育館にて、第４２回入学式が行われました。新しい制服に身をつつんだ 83

名の新入生が南菅中学校の一員として新たな一歩を踏み出しました。新入生呼名では、一人ひとりが

しっかりとした声で返事をし、意欲溢れるスタートとなりました。南菅中学校での生活は、授業、行

事、専門委員会、部活と慣れないことも多いかと思います。南菅中学校には優しく教えてくれる頼も

しい先輩がたくさんいます。南菅中学校の一員として、周りを頼りながら、実りのある３年間を過ご

していきましょう。 


